
















































































































































































































































































































































































































とごとく）みたまのふゆを蒙れり〉 （紀神代上） 。好忠の個性的な用語であって、ここでは御霊の殖ゆの意。すなはち、御霊の幸を受けること。 「 『冬』は「殖ゆ」を掛ける。 『み霊』は次の歌の『霊まつる』の『たま』と同じ。 」と注し、大意としては「暇がなくて、しかも生きるかいのないわが身でも、忙しく年越しの準備をすることだなあ。 」とされ、評は、 「昔は霊を冬にまつると、み霊 幸を受け、裕福になるという処から 歳暮に盆を行った。徒然草に『亡き人のくる夜とて玉まつるわざは、このごろ都にはなきを、東の方には、 ほする事にて りしこそ はれなりしか。 』 （十九段）とある。藤原清輔の奥義抄の『中釈』を見ると、 『みたまの冬と云ふは、なき人の恩徳を報ずとて年のはてにはこれをまつる也 下人 みたま祭と申す。公家 荷前祭 云ふ。書 黄帝昇
レ天みたまのふゆすとあり。頼とかきてよめり。日本紀には恩頼とかきて
よめり。 』 （日本歌学大系第壱巻）とある うまでも く、奥義抄の釈（中
・
下）は、歌語を中心とする勅撰集中の語彙に
ついて例歌をあげて注釈したも であっ 著者である藤原清輔のころ、す にこの たま ふゆ』という語彙が注釈を要するものになっていたことを知る。 」 あり、ま 、三六八番歌につ ては、 「○霊まつる 終り
―
死者の霊を祭ること
は、昔は十二月晦日に行われた。今 お盆に当たる 八代集抄は なき人にも けふや、またもあはんと也。除目に
魂タママツ
祠
る事、報恩経など 心 るべし 』と説いている。○あはむ
―
亡き人に会おう。 」とあり、大意は、 「何とまあ、死者の霊を




















































天禄元年九七 〇七月十一日～十三日？（道綱母へ兼家から盆供養届く） （六回忌）七月十余日にもなりぬれば、世の人の騒ぐままに、盆のこと、年ごろは政所にものしつるも、離れやしぬらむと あはれ、亡き人も悲しう思すらむかし、しばしこころみて 斎もせむかしと思ひつづく に、涙のみ垂り暮らすに、例のごと調じて、文添ひ あり。 「亡き人をこそ思 わすれざりけれと、惜しからで悲しきものになむ」と書きて、ものしけり。
202・
203）
と、盆供養の記事は、しっかりと記されているが、天禄元年九七 〇十二月年越えに、 「その月、三度ばかりのほどにて、年は越えにけり。そ ほどの作法例のご なれば、 さず。 」とあるように、師走晦日魂祭そのものが、通常の事で省略したのか、記されていない。天禄二年九七 一再度の初瀬詣（
254～
258）の時期は、七回忌に当たるが、そのような記事もない。 「また
の日、今日をまた見むかしと思ふ心こりずまなるに、夜更けて見えられたり。 （七月七日七夕） （中略）それより後も 八日になりぬ。 （七月一四
・
五日にあたる） 」が、この年の盆供養の記事はない。そして、天禄二年九七 一十二月晦日『蜻蛉日記』
中巻巻末記事も 「年の終はりには、なにごとにつけても 思ひ残さざりけんかし 」 （
268）
と、心静かに年の終わり 過ごし年越 をする道綱母であるが、魂祭記事はない。









と、盂蘭盆は見えるが、大晦日の諸事の中に含まれてしまったか、直接の魂祭記事はない。 「そのほどの作法例のごとなれば、記さず。 （天禄元年九七 〇十二月晦日） 」 （
216） 「年の終はりには、なにごとにつけても、思ひ残さざりけんかし。 （天禄二











































治安三年一〇 二 三十二月卅日、……文應［慶］僧都車副二人付［侍］男各与絹五疋 甚過差、拜御魂、申時許解除、依神
祇官佑［祐］惟感［盛］營申也、平上［旦］奉講陁羅尼品、慶範、子刻計□［許追］儺（⑥
255）















































































え、また、六月一八日には、 「内方今夜従室町歸度 所被迎取、頗有相怨云々」 （①
186） 、二一日には、 「晴空師爲内方加持」
（①










































































































































































































































られ、道澄寺で諷誦が修されている。しかし 永年女に当たる忌日を見つけることができない。前記したように、病気平癒の加持祈祷記事の集中からし 、正暦四年九九 三）六
・
七月頃に没したと想像する。そして、花山院女御婉子女王との婚姻






































































































　　　　　　　　十二月おほ雪のふれるに家にをのこかしらに雪かかりてゆづる葉もちてきたり 　　　一五三 おく山のゆづるはいかでをりつらんあやめも ず のふれるに
魂祭用か正月用かは不明である。確証はないが、 『新撰和歌六帖』 「しはす」や「ゆづるは
　一九六 　山人のつま木にそふるゆづる葉に春をかけたる色は見えつつ
二五三一 　ゆづる葉のときはの色もうづもれぬあしくま山に雪のふれれば二五三二 　春ごとに色もかはらぬゆづるはのゆづるときはも君がためとぞ二五三三 　これぞこの
春をむかふるしるべ
とてゆづる葉かざしかへるやま人




















し、川村晃生氏は、 「一この日飲食の用意をし、死者の魂を迎え 。二死んだ宮と私の魂。▽死んだ人が来る夜と聞いているけれども宮様もいらっしゃらない、私 住まいは『魂なきの里』なのかしら。※作者は宮の死後、魂 拔けた状態でいる（一一六二も遊離魂） 。魂なき里を地名と考える説もあるが、 或いはその地名に拠った詠法か。◎大晦日に戻らぬ宮の魂」
（二六）


















の江帥集の〈夏の夜は卯の花月夜あかければ夜も見つべし まなきの里〉の一首を見るのみで、江帥集の歌から見る 、たしかにどこかに実在した地名だったらしいが、古くから不明とされてゐる。なほ『魂なき』は福井照之氏の言われるやうに（ 「和泉式部」考『山口大学教育学部研究論叢二十三巻』 ） 『故宮の魂の不在』に、 『わが魂の不在』を重ねて考へるべきであらう。 」とあって、余説では、 「一、後撰哀傷、貫之〈恋ふる間に年 暮れなば亡き人の別れやいとど遠く りなむ〉 、同、同兼輔〈亡き人のともにし帰る年ならば暮れ行く今日は嬉しからまし〉等の古歌が、こ 時、和泉の心に浮かん ゐたであらう。 （以下省略） 」
（二八）
とされる。和泉式部詠は、敦道親王薨去後、東三条院南院を出ての師走晦日魂祭詠であるから、自















されるものではないので、諸注釈が引用する『徒然草』一九段の、 「亡き人のく 夜とて魂 るわざは、このごろ都にはなきを、東のかたに 、なほする事にてありしこそ、あはれなりしか。 」よう 、早く無くなった行事であろう。安良岡康作氏は、 「兼好の、関東下向の経験の回想でである。 」とされる。また魂祭についても詳細に資料を上げて考察されている。
（三三）
兼好法師（弘安六年一 二 八 三 ？
―
観応三年一 三 五 二 ？）は、数度に亘る関東下向において師走晦日魂祭を見聞したことになる。兼
好法師に遅れること
・
七〇年の宗長（文安五年一 四 四 八
―
天文元年一 五 三 二 ）の『宗長手記』には、 「除夜に今夜はなき玉歸くる




京を往還 た宗長だけに 駿河には師走晦日魂祭があったのか 思われ が 「詞花集やらん。涙の玉を手向つる哉ともあり。 」とあって、好忠の歌を思い出そう したのだろうか。 「涙 玉を手向つる」は、 『新古今和歌集』巻第十六
・
雑上の




中に、師走魂祭が無いが、 「中御門一位。此十一月十七日御逝去注進下着。長阿京都にては晨昏御芳恩。されば一七日茶湯燒香。 」 （
288）とあって、茶湯焼香をもって供養している。簡素な供え物をしたのであろうか。この年の六月二三日には、宗




三条西実隆（康正元年一 四 五 五 ～天文六年一 五 三 七 ） 『雪玉集』の「百首永正二年八月廿日」に、
　　　　　　　　　除夜 　　　六八三八 玉きはるいのちつれなくなき人のくるよをしたふとしのくれかな
永正二年一五 〇 五は、実隆五一歳、宗長と実隆の出会は、鶴崎裕雄 は文明一七年一四 八 五頃という
（三六）
。両者の間に、師走晦












































の間柄であり、関東の情報ももたらされていただろうから、関東の魂祭については、知っていたかもしれない。 『蜻蛉日記』のように、例年 常の如しとして書かなかったのだろうか、宗長の四十九日、百ヶ日供養、周忌法事を行うにもかかわらず、師走魂祭記事が見られないので 前記し ように、兼好は「このごろ都にはなき」こととしており、実資の師走晦日魂祭が、愛室婉子女王 逝去か であり 和泉式部のは最愛の敦道親王薨去であり、宗長が今川氏親の卒去であること、次の事例の木下長嘯子が愛子お三の死によるも あること の想像であるが、文亀二年一五 〇 二年七月三〇日に没し 宗祇が機縁師走晦日魂祭を意識した除夜の詠歌となったか、あるいは、宮川葉子氏 四 一五 〇 四五月二日の記事を引 て、 「基綱の遺骸は彼の母が眠る飛州の墓所 土葬され 。姉小路家 飛彈姉小路とも称されるように基綱の祖父家綱の代から飛彈国司職に補され、墓所も彼 地にあった しい。こうして実隆 墳墓 詣 る事さえ叶わぬ中、唯一無 と っても過言でない親友を失ったのである。 」
（三九）
とされる基綱の死が機縁であったのだろうか。年中行事的なことよりも、文学的な知識
によるものと推量して良いように思われる。時代が下って 木下長嘯子（永禄一二年一 五 六 九
―
慶安二年一 六 四 九 ）の『挙白集』























































（一〇一二） 」 、 『詞花和歌集』巻第一〇「むすめにおくれてぶくき侍るとてよめる 　神祇伯顕仲 　あさましや君に
きすべきすみぞめのころものそでをわが らすかな（四〇一） 」を引き、 「うなゐ松」には、 「今禅師名つけて、豐臣氏、春光院万花紹三といふ。日数はすくれと、もはら夢にもあはねは、なにかし相如かねられぬいをもとなけきけんことはり也。 」（②
165～






















　　　　 　　　　　 よみ人 らず
一〇〇一 　あたらしき年はくれどもいたづらにわが身のみこそふりまさり れ











































































師走晦日魂祭に関連す ものが散見する だろうか。 『栄花物語』巻第二「花山たづぬる中納言」 ［八］疱瘡流行、挙賢
・
義孝兄弟同 没す〈天延二年九七 四〉に、 「今年は世の中にもがさ いふもの出で来て、よもやまの人、上下病みののしるに、公私いといみじきことと思へり。やむごと き男女うせたまふたぐひ多かり 聞ゆる中にも、前摂政殿の前少将
・
後少将、




暦五年九九 四〉 「はかなく年 暮れ 正暦五年といふ。いかなるに 今年世の中騷がしう、春よりわづらふ人々多く、道大路にもゆゆしき物ども多かり。かかるをりしも 宣耀殿もただ らず、 にあたらせたまへ 。 」 （①
203） 、 ［五一］疫癘、猛










　　　　　　　世中はかなく、人人おほくなくなり けるころ、中将宣方朝臣身　　 まかりて、十月ばかり白河の家にまかれりけるに、紅葉の一はのこ　　 れると見侍りて 　　　　　　　　　前大納言公任　八〇〇 けふこずは見でややままし山ざとの紅葉も人もつねならぬよ
長徳四年九九 八にも天然痘が流行して 源宣方を始めとして多くの人が亡くなっている。疫病蔓延による多数の死者を出して、『拾遺和歌集』に、
　　　　　　やまひして人おほくなくな し年、 き人を野らやぶ どにおきて侍　　 るを見て 　　　　すけきよ
一三二五 　みな人のいのちをつゆにたとふるは草むらごとにおけばなりけり
とあって、屍骸が草藪にうち捨てられていたのだろう。 『栄花物語』巻第八「はつ な」 ［二一］に 「世の中ともすればい
師走晦日魂祭和歌について
二五
と騷がしう、人死になどす。さるは、帝の御心もいとうるはしうおはしまし、殿の御政も悪しうもおはしまさねど、世の末になりぬればなめり。年ごとには世の中心地起りて、人もなくなり、あ れなる事どものみ多かり。 」 （①
379）と、寛弘三年






聖徳太子高岡山辺道人の家におはしけるに、餓ゑたる人みちのほとりにふせり、太子ののりたまへる馬とどまりてゆかず、ぶちをあげてうちたまへどしりへしりぞきてとどまる、太子すなはち馬よ おりて、うゑたる人のもとにあゆみすすみたまひて、むらさきのうへの御ぞをぬぎてうゑ人のうへにおほひたまふ、 たをよみてのたまはく 　
一三五〇 　しなてるやかたをか山にいひにうゑてふせるたび人 はれおやなし
になれなれけめやさす竹 きねはやなきいひにうゑてこやせ たび人あはれあはれ いふ たなり ゑ人かしらをもたげて、御返しをたて つる
一三五一 　いかるがやとみのを河のたえばこそわがおほきみのみなをわすれめ


























と、清水寺に諷誦を修しているが 霊迎えはしていな 。こうして概観すると、恒常的に行われていたのではなく、大切な人を失って、年の暮れの晦日に思い起こす心が、師走晦日魂祭を呼び覚ましていた ではないだろうか。注　（一）中田祝夫校注・訳『新編日本古典文学全集』
10
　小学館 　一九九五・九。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。






　（七）川村晃生・柏木由夫・工藤重矩校注『金葉和歌集 　詞花和歌集』新日本古典文学大系９ 　岩波書店 　一九八九・九 　二六五頁。　（八）木村正中・伊牟田経久校注・訳『新編日本古典文学全集』
13
　小学館 　一九九五・一〇。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。






（一一） 『小右記』二『大日本古記録』史料編纂所 　岩波書店 　一九六一・六。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。（一二） 『小右記』四『大日本古記録』史料編纂所 　岩波書店 　一九六七・三。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。（一三） 『小右記』五『大日本古記録』史料編纂所 　岩波書店 　一九六九・八。以下同書引用は 文末尾に頁を記す。
師走晦日魂祭和歌について
二七
（一四） 『小右記』六『大日本古記録』史料編纂所 　岩波書店 　一九七一・七。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。（一五） 『小右記』七『大日本古記録』史料編纂所 　岩波書店 　一九七三・四。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。（一六） 『小右記』一『大日本古記録』史料編纂所 　岩波書店 　一九五九・三。以下同書引用は 文末尾に頁を記す。（一七） 『尊卑分脈』第二篇 　吉川弘文館 　一九七二・四 四五七頁。（一八） 『大日本古記録 史料編纂所編 　岩波書店 　一九五八・三 　二〇六頁。（一九） 『大日本古記録』御堂関白記下 　史料編纂所 　岩波書店 一九六四・三 　五八頁（二〇） 『王朝歌人伝の研究 新典社 一九八六・三 　一三七頁。（二一）松尾聰・永井和子校注訳『 編日本古典文学全集
18
　小学館 　一九九七・一一 　九四頁。
（二二） 『枕草子解環』一 　同朋舎出版 　一九八一・一〇 四〇六・四〇七頁。（二三） 『延喜式』国史 系二六 　吉川弘文館 　 六五 。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。（二四） 『日本文芸論集』山梨英和大学 　一五・ 六号 一九八六・ 二。（二五） 『八代集抄七 　後拾遺集』北村季吟古註釋集成
31
　新典社 　一九七九・一〇 　二九五頁。













（三七） 『実隆公記』巻七 　続群書類従完成会 　九五七・三。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。（三八） 『実隆公記』巻八 　続群書類従完成会 一九五 三。以下同書引用は引用文末尾に を記す（三九） 『 条西 と古典学』改訂新版 　風間書房 九九 四 　三三頁。（四〇）古典文庫『長嘯子全集 第二巻 　九 二・六。彰考館文庫蔵本は「娘にをくれ給ひし比」 庫『長嘯子全集』第 巻 一 七三・六 　三四七頁
下同書引用は引用文末尾に頁を記す。
（四一）木船重昭著 後撰和歌集 釈 笠間注釈叢刊
13
　笠間書院 　一九八八・一一、片桐洋一校注『後撰和歌集』新日本古典文学大系６ 　岩波書店 　一九九〇・四、





　小学館 一九九四・ 二 　二七二頁。






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
5455565758596061626364656667686970717273747576
3536373839404142434445464748495051525354555657
454647484950515253545556575859
60推
定
……
41424344454647484950515253545556575859
60推
定
…
年
号
西
暦
天
皇
花
山
実
資
婉
子
和
泉
式
部
推
定
清
少
納
言
推
定
紫
式
部
推
定
師走晦日魂祭和歌について
三二
1月
18日
実
資
歿
彰
子
承
保
元
年
（
1074）
崩
御
87歳
89
長
暦
123
長
久
14
寛
徳
12
永
承
15
5
1036
10378
1039
1040
1043
1044
1045
1046
1050
79808182838487888990
60推
定
……
年
号
西
暦
天
皇
花
山
実
資
婉
子
和
泉
式
部
推
定
清
少
納
言
推
定
紫
式
部
推
定
